
整理番号
■ 総合計画（後期基本計画）

１ 関連する個別計画

２ 施策目的（何を対象にどのような状態にしたいのか・どのような状態に持っていきたいのか）

３ 目標値など

（H17） （H20） （現状）

文化芸術のさかんなまちをめざします 文化芸術イベント数 57件 Ｈ16 47件 H20 44件 H23 100件 H26

（現状）

なし
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５．今後の施策展開について

補完・代替措置などがある場合は、その内容

1
現在、市から交付される補助金により事業を実施している京丹後文化のまちづくり実行委員会について、今後は自主財源の確保
を目指すなどにより、歳出抑制を図る。

財源が減少していく
中で、効率的・効果
的に施策を推進する
ために、どのように施
策展開を図っていく
のか

No. 歳出抑制の考え方

年度

文化芸術鑑賞機会の充実

計画策定時 H23年度実績値 目標

後期基本計画作成時 H23年度実績値 目標

年度年度 年度 （H26）

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考
年度 年度

総合
計画

めざす目標
指標名 総合計画作成時

年度

No. 施策目的 関連する施策方針

1
市民の文化、芸術活動に対する関心が高まっており、文化芸術活動の支援、文化芸術鑑賞機会の充実など総合的な文化芸術活動の振興を図ってい
き、文化の薫りの高いまちづくりを推進する。

1 文化芸術活動の支援

3 文化の薫るまちづくりの推進

2

備考

なし

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間

単独
事業

含む
国民文化祭京丹後市実行委員会に負担金を支出し、本市を会場とする国民文化祭主催事業を実施

根拠
法令

7,000 -国民文化祭開催事業 企画政策課

-

事務事業評価結果 施策評価結果

なし 他
サー
ビス

団体 負

施 策
貢献度

今後の
方向性説明数値

A
終了・
廃止

1個性魅力

施策
目的

3

関与必要性財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

予算額（単位：千円）

H23決算額 H24予算額

（一般財源）

施策名

政策名

⑥

Ⅴ

28

文化芸術活動の振興

パートナーシップ都市 所管部局長の氏名

新井 清宏

所管部局

企画総務部

教育委員会事務局 吉岡 喜代和

施 策 評 価 調 書

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

芸術文化事業 社会教育課 サー
ビス

法人 補
31,800 32,693

なし 含む A
現状維

持市民が優れた芸術文化に触れる機会提供のため、文化活動団体へ補助金交付(3団体) (31,893)
2

特定サー
ビス

1単費

サー
ビス

団体 補
257 253

なし 含む A
現状維

持「京丹後文化のまちづくり実行委員会」への補助金交付による活動支援 (253)
3 個性魅力 1単費

計
39,057 32,946

(32,146)

1 文化芸術活動の
支援

2 文化芸術鑑賞機
会の充実

3 文化の薫るまちづ
くりの推進

施策方針「1 文化芸術活動の支援」を構成する事業の中で、各種文化団体に補助金等
を交付し、その団体により各種文化展、演劇公演等が積極的に開催されることで、市民
が文化芸術にふれる機会の充実を図っている。

文化のまちづくり推進事業 企画政策課

ＡＣＴＩＯＮ

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ
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02

Ⅴ ⑥

① ②

◎第26回国民文化祭京丹後市実行委員会負担金

【第26回国民文化祭京丹後市実行委員会の概要】（総事業費28,304千円）

○実行委員会(2回)及び企画委員会(11回)､広報啓発事業等（事業費3,055千円）

○小町ろまん短歌大会の開催（平成23年10月29日、30日・京都府丹後文化会館）

短歌の募集・選定、表彰・講評、歴史散策を開催。（事業費：13,448千円）

短歌投稿数21,513首、式典参加者約610人、歴史散策65人

（４月～６月の間に、市内学校等で短歌講座を開催。延べ155人が受講）

○シルクファッションフェスティバル（平成23年11月3日・京都府丹後文化会館）

トークショー、座談交流会及びシルクファッションショーを開催

参加者：ｼﾙｸﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ61人出演、来場者数約710人（事業費6,340千円）

○シンポジウム健康長寿（平成23年11月６日・京都府丹後文化会館）

基調講演、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等の実施。（来場者数約690人・事業費4,954千円）

○もてなし茶席・迎え花

小町ろまん短歌大会・シルクファッションフェスティバル会場で来場者を

もてなす迎え花及び茶席を実施。（事業費507千円）

国民文化祭・京都2011の開催に当たり、国民文化祭京丹後市実行委員会において、事業の
企画・準備等を進め、本市を会場とする国民文化祭主催事業を実施する。

平成23年に京都府で開催された国民文化祭・京都2011において、実行委員会及び事業別
企画委員会において検討・準備を実施し、小町ろまん「短歌大会」、シルクファッション
フェスティバル、シンポジウム「健康長寿」を実施した、国民文化祭京丹後市実行委員会に
負担金を支出した。

7,000千円

7,000千円

最 終 予 算 額

文化芸術活動の振興

執 行 率(②－①)

100.0 %

07企画費

決 算 額

パートナーシップ都市 計画項目

不 用 額

09国民文化祭開催事業

決算書 Ｐ.88

01総務管理費

事 業 所 管 課

02総務費

7,000千円

目
的

評
価
・
課
題
等

国民文化祭開催事業

企画総務部／企画政策課

0千円

予 算 科 目

細 事 業 名

○短歌やシルク・和装文化に触れる機会及び健康長寿に対する認識を発信する機会を提供し、こ
れらの機運を一層醸成する機会となった。
○今後も、短歌大会の開催やシルクの魅力発信・文化継承、長寿を喜び楽しむことのできる健康
長寿社会づくりの実現に向けた取り組みを継続していくことが重要である。

総 合 計 画

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 国民文化祭市町村運営助成交付金（10/10）

基本方針

7,000千円
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Ⅴ ⑥

① ②

○（財）京都府丹後文化事業団運営費補助金 千円

○京丹後市文化協会活動費補助金 千円

○丹後文化芸術祭実行委員会補助金 千円

丹後地域2市2町の住民参加の文化事業として、幼児から高齢者まで、舞台部門

（5事業）、展示部門（2事業）、セミナー（3事業）を実施した。

文化活動団体等へ支援により、優れた文化を鑑賞する機会の提供及び地域文化の普及・振興等
が推進され、文化芸術活動の充実及び推進を図ることができた。

市民の豊かな心を育み、生きがいのある生活を送ることができるよう地域の生活文化を育
て、ゆとりと潤いのある地域づくりを推進する。

文化芸術活動の充実、推進を図るため文化活動団体への支援を行い、市民が優れた芸術文
化に触れる機会の提供に努めた。

600千円

11芸術文化事業

決算書 Ｐ.330

31,870千円

最 終 予 算 額

文化芸術活動の振興

執 行 率(②－①)

パートナーシップ都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（丹後文化芸術祭補助金）

27,000

3,500

1,300

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費 01社会教育総務費

事 業 所 管 課

10教育費

31,800千円

目
的

評
価
・
課
題
等

芸術文化事業

教育委員会事務局／社会教育課

70千円 99.7 %

不 用 額
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Ⅴ ⑥

① ②

〇 京丹後文化のまちづくり推進事業補助金 257千円

【京丹後文化のまちづくり実行委員会の活動】

・講演会開催事業

参加者：110人

・「文化」のデータベース化事業

地域の伝統を記録保存し、次世代への継承のための資料として保管した。

峰山金比羅神社御鎮座二百年大祭

峰山町丹波の「芝むくり」

大宮町森本の「笹囃子・太刀振り」

久美浜町栃谷の「三番叟」

弥栄町等楽寺の「神楽」

地域の文化を守り育むための座談会を行った。

参加者：20人

・市民による創作活動の準備のための会議を開催

会議開催（計7回）

・その他

運営委員会、実行委員会など会議を開催（計12回）

事 業 所 管 課

02総務費

257千円

目
的

評
価
・
課
題
等

文化のまちづくり推進事業

企画総務部／企画政策課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01総務管理費 07企画費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

文化芸術活動の振興を通じ地域の交流を深め、文化の薫り高い故郷「京丹後」のまちづく
りを推進するため、京丹後文化のまちづくり実行委員会の活動を支援する。

歴史的に育まれてきた「文化」を次世代に引き継ぎ、また、文化の薫り高い故郷「京丹
後」のまちづくりに寄与することを設立目的とする「京丹後文化のまちづくり実行委員会」
に対して、補助金を交付し活動を支援した。

丹後地方の歴史に詳しい講師を招いて、丹後の古い神社や史事に関しての知識を
深める講演会を行った。

02文化のまちづくり推進事業

決算書 Ｐ.86

257千円

最 終 予 算 額

文化芸術活動の振興

執 行 率(②－①)

パートナーシップ都市

○文化のまちづく実行委員会が実施した、多くの市民が参加した講演会や、地域の伝統的な文化
の保存に関する事業などの文化振興事業を支援することができた。
○実行委員会では、より自主的な運営方針により活動を進めていくこととしているが、引き続き
事業実施に係る自主財源確保を含む今後の運営方針を検討する必要がある。
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